
序 「
水
尭
」
表
紙
の
古
筆
学
的
意
義
そ
の
２

ｌ
和
漢
朗
詠
集
に
つ
い
て
Ｉ

極
め
て
珍
重
な
古
今
集
切
の
掲
載
を
認
め
得
た
。

例
え
ば
、
古
今
和
歌
集
四
○
七
番
歌
は
、
如
何
な
る
古
今
集
も
、
又
、

和
漢
朗
詠
集
に
収
録
の
古
今
集
歌
も
初
句
が
「
わ
た
の
は
ら
」
で
あ
る
が
、

大
正
七
年
三
月
号
掲
載
の
第
一
種
高
野
切
古
今
和
歌
集
の
み
は
初
句
が

「
あ
ま
の
は
ら
」
で
あ
っ
た
。
昭
和
七
年
二
月
号
と
大
正
七
年
十
月
号
掲
載

の
二
首
は
、
元
永
本
古
今
和
歌
集
の
み
に
入
集
の
歌
で
あ
る
。
伊
達
家
旧

蔵
本
を
底
本
と
す
る
「
新
編
国
歌
大
観
」
に
は
未
収
録
歌
で
あ
り
歌
番
号

が
な
い
。
大
正
十
年
七
月
号
掲
載
の
本
阿
弥
切
古
今
和
歌
集
一
○
○
○
番

歌
の
初
句
「
山
み
づ
の
」
が
、
流
布
本
（
藤
原
定
家
の
保
存
本
）
に
は
「
山

川
の
」
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
新
編
国
歌
大
観
」
で
は
探
し
得
な
い
。
同

（
１
）

時
に
「
日
本
古
典
文
学
大
系
古
今
和
歌
集
」
、
「
新
潮
日
本
古
典
集
成
古
今

（
２
）

和
歌
集
」
等
の
活
字
本
で
も
探
し
得
な
い
古
今
和
歌
集
で
あ
っ
た
。
従
っ

て
「
水
喪
」
の
表
紙
に
古
筆
学
的
意
義
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

村

山
美
恵
子

5３

大
正
三
年
四
月
に
創
刊
さ
れ
た
短
歌
結
社
誌
「
水
翌
」
の
表
紙
に
は
、

主
催
者
尾
上
柴
舟
の
透
写
に
よ
る
古
筆
切
の
写
真
が
、
大
正
七
年
一
月
よ

り
柴
舟
没
の
昭
和
三
十
二
年
一
月
迄
、
毎
月
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
各
種
の
古
今
和
歌
集
、
和
漢
朗
詠
集
、
万
葉
集
を
始
め
と

し
後
撰
集
白
河
切
、
拾
遺
集
切
及
び
拾
遺
抄
切
、
後
拾
遺
集
中
院
切
。
そ

し
て
三
十
六
人
集
、
源
氏
物
語
絵
巻
等
、
様
々
な
古
筆
切
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
「
国
文
学
」
第
兜
号
に
於
い
て
、
。
水
蕊
」
表
紙
の
古
筆
学
的

意
義
ｌ
古
今
集
に
つ
い
て
ｌ
」
と
題
し
て
、
表
紙
の
中
で
古
今
和
歌
集
切

の
み
を
選
出
し
、
今
日
の
古
筆
学
的
に
果
し
て
評
価
な
さ
れ
得
る
も
の
で

あ
る
か
否
か
の
検
証
を
試
み
た
。

そ
の
結
果
、
全
て
現
存
の
写
本
や
古
筆
切
と
一
致
し
た
の
み
で
な
く
、



今
回
は
、
そ
の
続
編
と
し
て
、
尾
上
柴
舟
が
「
水
蕊
」
表
紙
に
掲
載
し

た
和
漢
朗
詠
集
に
つ
い
て
、
種
別
に
検
証
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

古
今
集
の
拙
稿
に
倣
っ
て
、
和
漢
朗
詠
集
の
種
別
に
、
「
水
斐
」
掲
載
年

月
を
算
用
数
字
、
歌
番
号
を
漢
数
字
で
示
す
こ
と
と
す
る
。
又
、
歌
番
号

は
「
新
編
国
歌
大
観
」
に
従
う
。

１
、
伝
藤
原
行
成
箪
伊
予
切
朗
蘇
集

柴
舟
は
、
高
野
切
古
今
和
歌
集
が
三
人
の
寄
合
瞥
き
で
あ
る
こ
と
を
説

く
時
に
、
同
筆
関
係
の
和
漢
朗
詠
集
や
万
葉
集
を
挙
げ
て
論
を
進
め
た
が
、

古
筆
切
を
常
に
一
葉
の
み
で
見
る
の
で
は
な
く
、
類
筆
あ
る
い
は
同
筆
の

他
の
古
筆
切
を
意
識
し
つ
つ
見
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

そ
の
伝
藤
原
行
成
筆
伊
予
切
朗
詠
集
は
、
「
水
翌
」
表
紙
に
次
の
六
葉
、

和
歌
六
首
と
漢
詩
六
首
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

大
正
ｕ
年
８
月
号
一
六
六
（
し
た
く
ぐ
る
）
、
同
一
六
七
（
ま
つ
か
げ

の
）
、
昭
和
３
年
７
月
号
一
五
二
（
空
夜
窓
閑
蛍
度
後
）
、
同
一
五
三
（
な

つ
の
ょ
を
）
、
昭
和
６
年
９
月
号
二
○
○
（
不
期
夜
漏
初
分
後
）
、
同

二
○
一
（
あ
ま
の
か
は
）
、
昭
和
巧
年
３
月
号
三
四
（
野
中
茎
菜
）
、
同

三
五
（
あ
す
か
ら
は
）
、
昭
和
四
年
１
月
号
六
（
夜
向
残
更
寒
磐
尽
）
、

同
七
（
そ
で
ひ
ぢ
て
）
、
昭
和
皿
年
ｎ
月
号
三
五
二
（
十
月
江
南
天
気

好
）
、
同
三
五
三
（
四
時
牢
落
三
分
減
）

他
種
の
古
筆
切
と
の
表
記
の
異
同
に
つ
い
て
掲
載
年
月
順
に
和
歌
を
み

る
と
、
一
六
六
番
歌
の
三
句
「
か
よ
ふ
な
れ
」
の
「
な
れ
」
が
雲
紙
本
は

「
ら
し
」
一
六
七
番
歌
は
、
雲
紙
本
で
は
三
句
「
む
す
び
つ
つ
」
の
「
つ

つ
」
が
「
あ
け
て
」
、
結
句
「
お
も
ひ
け
る
か
な
」
の
「
け
る
」
が
「
ぬ

る
」
と
な
り
、
粘
葉
・
雲
紙
本
の
末
尾
に
は
作
者
名
「
恵
慶
」
が
あ
る
。

一
五
三
番
歌
の
伊
予
切
の
結
句
「
お
も
は
ざ
る
ら
む
」
の
「
ざ
る
ら
む
」

が
雲
紙
本
、
粘
葉
本
、
巻
子
本
は
共
に
「
ざ
り
け
む
」
で
あ
っ
た
。

5４

伊
予
切
と
は
、
伊
予
松
平
家
が
所
蔵
し
て
い
た
倭
漢
朗
詠
集
の
一
部
分

で
あ
り
、
柴
舟
は
、
大
正
十
四
年
八
月
号
の
「
解
題
」
に
、

こ
は
近
年
の
発
見
に
か
か
る
も
の
に
て
、
伊
予
松
平
家
の
所
蔵
な

り
し
倭
漢
朗
詠
集
の
一
部
分
な
り
。
ｌ
略
ｌ
御
物
粘
葉
本
の
朗
詠
集

と
筆
者
を
同
じ
く
せ
る
か
。

と
、
伊
予
松
平
家
の
所
蔵
に
よ
る
「
伊
予
切
」
の
呼
称
の
根
拠
を
記
し
、

粘
葉
本
朗
詠
集
と
同
筆
に
見
え
る
こ
と
を
「
筆
者
を
同
じ
く
せ
る
か
。
」
と

推
察
し
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
三
年
七
月
号
に
は
「
元
暦
校
本
の
万
葉
集

第
二
巻
と
筆
致
を
同
じ
く
す
る
も
の
あ
り
。
」
と
元
暦
校
本
万
葉
集
と
の
同

筆
切
の
存
在
を
説
い
て
い
る
。
更
に
、
昭
和
十
九
年
一
月
号
に
は
「
こ
の

一
片
は
、
伝
貫
之
筆
の
古
今
集
古
写
本
の
高
野
切
の
第
一
種
と
相
通
じ

て
、
」
と
あ
る
。



漢
詩
は
全
て
末
尾
の
異
同
で
あ
り
、
一
五
二
番
の
粘
葉
本
は
「
白
」
、
雲

紙
・
関
戸
本
は
「
紀
」
、
二
○
○
番
に
雲
紙
本
は
「
菅
三
／
軽
扇
動
明
月
」
、

六
番
の
伊
予
切
末
尾
は
「
立
春
／
山
寺
／
良
春
道
」
で
あ
る
が
、
粘
葉
本

は
「
良
春
道
」
、
雲
紙
本
は
「
良
春
道
／
山
寺
立
春
」
、
三
五
三
番
は
粘
葉
・

関
戸
本
に
「
醍
醐
御
製
」
と
あ
り
、
他
種
朗
詠
集
に
作
者
名
記
載
が
多
い
。

２
、
伝
藤
原
行
成
箪
雲
紙
本
和
漢
朗
蘇
集

中
、
帝
室
御
物
と
な
れ
る
に
、
伝
行
成
筆
二
種
、
伝
公
任
筆
一
種
あ

り
。
伝
行
成
筆
の
前
者
は
一
は
粘
葉
本
に
し
て
、
後
者
は
巻
子
本
な

り
。
前
者
は
近
衛
家
蔵
朗
詠
集
、
及
法
輪
寺
切
と
同
種
に
し
て
、
後

者
は
関
戸
家
蔵
朗
詠
集
と
同
筆
と
考
へ
ら
る
。

と
、
帝
室
御
物
朗
詠
集
に
伝
行
成
筆
粘
葉
本
、
雲
紙
本
と
、
伝
公
任
筆
の

三
種
存
す
る
こ
と
を
記
し
、
粘
葉
本
は
近
衛
本
朗
詠
集
、
及
び
法
輪
寺
切

と
同
種
で
あ
り
、
雲
紙
本
は
関
戸
本
朗
詠
集
と
同
筆
と
考
え
ら
れ
る
事
を

述
べ
て
い
る
。

「
水
蕊
」
掲
載
は
次
の
四
葉
、
和
歌
五
首
漢
詩
六
首
で
あ
る
。

昭
和
７
年
８
月
号
四
九
○
（
あ
り
あ
け
の
）
同
四
九
一
（
黛
色
週
臨

蒼
海
上
）
、
昭
和
９
年
ｎ
月
号
三
五
六
（
一
蓋
寒
燈
雲
外
夜
）
同
三
五

七
（
年
光
自
向
燈
前
尽
）
同
三
五
八
（
お
も
ひ
か
れ
）
、
昭
和
胆
年
７
月

号
一
八
九
（
山
経
巻
裏
疑
過
伽
）
同
一
九
○
（
く
さ
ふ
か
き
）
同
一

九
一
（
つ
つ
め
と
も
）
、
昭
和
旧
年
１
月
号
七
七
四
（
嘉
辰
令
月
歓
無

極
）
同
七
七
五
（
長
生
殿
裏
春
秋
富
）
七
七
六
（
わ
が
き
み
は
）

七
七
六
番
歌
（
わ
が
き
み
は
）
に
つ
い
て
、
昭
和
十
三
年
一
月
号
「
解

題
」
に
柴
舟
は
、
「
新
年
に
際
し
て
、
特
に
祝
賀
の
部
を
選
く
り
」
と
断

り
、
次
の
表
記
の
掲
載
が
あ
る
。

わ
が
き
み
は
ち
よ
に
ま
し
ま
せ
さ
ざ
れ
い
し
の
い
は
ほ
と
な
り
て
こ

け
む
す
ま
で
に

5５

伝
藤
原
行
成
筆
雲
紙
本
和
漢
朗
詠
集
は
、
三
冊
の
帝
室
御
蔵
の
朗
詠
集

の
一
で
あ
り
、
巻
子
本
で
あ
る
。
粘
葉
本
よ
り
刊
行
の
遅
れ
た
こ
と
を
柴

舟
は
、
昭
和
七
年
八
月
号
の
「
解
題
」
に

帝
室
御
蔵
の
朗
詠
集
の
一
、
伝
行
成
筆
の
粘
葉
帖
は
す
で
に
刊
行

せ
ら
れ
ぬ
。
そ
の
二
の
伝
行
成
筆
の
巻
子
本
は
公
に
せ
ら
る
べ
く
し

て
、
年
序
を
経
る
こ
と
久
し
く
、
今
年
に
入
り
て
始
め
て
印
刷
せ
ら

れ
た
り
。

と
、
記
し
て
い
る
。
又
、
昭
和
九
年
十
一
月
号
「
解
題
」
に
は
「
字
体
伝

貫
之
筆
の
高
野
切
第
二
種
と
同
様
に
し
て
同
人
の
揮
尭
に
か
か
る
如
し
。
」

と
雲
紙
本
と
高
野
切
第
二
種
の
字
体
の
酷
似
を
説
き
、
昭
和
十
三
年
に
至

っ
て
一
月
号
「
解
題
」
に
、

平
安
朝
時
代
に
於
け
る
和
漢
朗
詠
集
の
書
写
の
現
存
せ
る
も
の
の



こ
れ
は
、
柴
舟
が
同
筆
と
説
く
関
戸
本
で
は
、
字
母
の
異
な
り
は
あ
る

も
の
の
同
一
表
記
で
あ
る
が
、
粘
葉
本
及
び
近
衛
本
朗
詠
集
で
は
二
句
が

「
ち
よ
に
や
ち
よ
に
」
、
結
句
が
「
こ
け
の
む
す
ま
で
」
と
、
な
っ
て
い
る
。

即
ち
、
「
水
尭
」
表
紙
に
掲
載
の
七
七
六
番
は
「
新
編
国
歌
大
観
」
に
未
収

録
の
表
記
の
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
昭
和
十
二
年
七

月
号
の
一
九
○
番
歌
の
初
句
も
「
水
斐
」
掲
載
は
「
く
さ
ふ
か
き
」
に
対

し
粘
葉
本
は
「
く
さ
ふ
か
く
」
で
あ
り
、
「
新
編
国
歌
大
観
」
と
は
表
記
が

異
な
っ
て
い
る
。
柴
舟
は
同
様
の
伝
行
成
筆
の
古
筆
切
の
中
で
、
特
徴
あ

る
表
記
の
も
の
を
「
水
翌
」
に
掲
載
し
て
い
る
と
み
え
る
。

伝
藤
Ｆ
竹
成
遼
大
字
和
漢
朗
既
集

他
の
二
種
と
異
な
り
て
世
に
伝
ふ
る
と
こ
ろ
少
な
き
は
遺
憾
に
堪
へ

ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。

と
、
藤
原
行
成
筆
と
伝
わ
る
朗
詠
集
の
主
た
る
御
物
の
二
種
に
近
衛
本
を

加
え
た
三
種
が
高
野
切
三
種
と
同
様
で
あ
り
、
大
字
朗
詠
集
は
「
甲
種
と

等
し
い
」
、
と
述
べ
て
い
る
。
高
野
切
甲
種
と
は
高
野
切
第
一
種
を
指
し
、

（
３
）

柴
舟
の
「
歌
と
草
仮
名
」
で
は
こ
の
呼
称
を
使
用
し
、
こ
の
「
解
題
」
と

（
４
）

同
時
期
、
昭
和
六
年
一
一
月
刊
の
「
和
様
概
説
」
は
第
一
種
、
第
二
種
、
第

三
種
と
な
っ
て
い
る
が
、
呼
称
の
転
換
期
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ

で
は
「
水
翌
」
表
紙
の
大
字
朗
詠
集
は
高
野
切
第
一
種
と
筆
跡
が
等
し
く
、

そ
し
て
、
大
字
朗
詠
集
の
現
存
の
少
な
さ
を
遺
憾
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

昭
和
十
五
年
八
月
号
「
解
題
」
に
は
、

高
野
切
三
種
の
中
、
第
一
種
は
こ
れ
と
通
じ
て
、
殆
ん
ど
杵
ば
ず
。

恐
ら
く
同
人
の
手
に
出
で
た
る
な
る
べ
し
。
た
だ
そ
の
人
を
行
成
と

断
ぜ
む
に
徴
証
な
き
を
如
何
せ
む
。
歌
中
「
と
て
や
」
の
「
や
」
の

桁
字
た
る
は
明
ら
か
な
り
。

と
、
高
野
切
の
呼
称
を
正
し
く
記
減
し
、
再
度
大
字
朗
詠
集
と
高
野
切
第

一
種
は
同
人
の
書
写
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
但
し
筆
者
は
、
伝
わ
る
と
こ

ろ
の
行
成
と
は
断
じ
得
な
い
こ
と
を
付
言
し
て
い
る
。
更
に
六
一
○
番
歌

の
桁
字
を
指
摘
し
て
い
る
。

前
後
す
る
が
、
大
正
七
年
九
月
号
に
は
「
解
題
」
が
な
い
が
、
同
歌
再

5６

「
大
字
和
漢
朗
詠
集
」
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
柴
舟
の
昭
和
十
八
年
八
月

号
の
「
解
題
」
に
、
「
伝
藤
原
行
成
筆
倭
漢
朗
詠
集
諸
種
の
中
、
字
形
の
大

な
る
よ
り
大
字
朗
詠
と
い
は
る
る
も
の
の
一
部
な
り
。
」
と
あ
り
、
字
形
の

大
き
さ
に
因
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

柴
舟
は
昭
和
六
年
八
月
号
「
解
題
」
に
、

伝
藤
原
行
成
筆
の
朗
詠
集
は
主
な
る
も
の
三
種
あ
り
。
乃
ち
伝
紀

貫
之
筆
の
古
今
集
の
高
野
切
の
甲
種
及
乙
丙
両
種
と
各
同
様
な
る
も

の
な
り
。
こ
の
一
片
は
そ
の
甲
種
と
等
し
き
も
の
に
し
て
、
ｌ
略
Ｉ



体
的
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
六
一
○
番
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
五

年
及
び
十
八
年
の
「
解
題
」
末
尾
に
、
「
と
て
や
」
の
「
や
」
は
「
術
字
な

り
」
と
、
余
分
な
字
で
あ
る
こ
と
を
再
度
指
摘
し
て
い
る
。
そ
こ
で
他
種

と
の
表
記
を
確
認
す
る
と
、
雲
紙
本
、
粘
葉
本
共
に
「
と
て
し
も
」
で
あ

り
「
や
」
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
又
、
初
句
の
「
た
ら
ち
ね
」
の
「
ね
」

が
粘
葉
本
で
は
「
め
」
で
あ
る
。
四
七
八
番
歌
は
異
同
が
な
い
。

柴
舟
は
桁
字
付
き
の
大
字
朗
詠
集
を
三
度
に
亘
っ
て
「
水
斐
」
の
表
紙

に
示
し
、
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
大
正
九
年
二
月
号
の
三
二
六
番
歌
は
、
古
今
集
三
一
番
歌
で
あ

り
、
柴
舟
が
同
様
筆
跡
と
説
く
高
野
切
第
一
種
に
現
存
す
る
。
筆
跡
は
全

く
同
一
で
あ
る
が
、
古
今
集
は
三
句
が
「
ゆ
く
か
り
は
」
と
助
詞
が
「
は
」

で
あ
り
、
朗
詠
集
の
助
詞
は
「
の
」
で
あ
る
こ
と
に
依
っ
て
判
別
可
能
で

あ
っ
た
。
柴
舟
は
意
識
し
て
類
似
性
の
強
い
古
筆
切
を
「
水
蕊
」
表
紙
に

掲
載
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

近
衛
本
和
漢
朗
詠
集
は
近
衛
家
所
蔵
の
朗
詠
集
で
あ
り
、
こ
れ
も
行
成

の
筆
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

柴
舟
は
、
昭
和
二
年
五
月
号
の
「
解
題
」
に
、

４
、
伝
藤
原
行
成
筆
近
衛
本
朗
諒
集

5７

録
の
昭
和
二
十
三
年
三
月
号
に
は
「
解
題
」
が
あ
り
、

平
安
時
代
の
書
写
の
和
漢
朗
詠
集
中
、
極
め
て
優
秀
な
る
は
大
字

朗
詠
（
雁
の
手
）
な
る
べ
し
。
藤
原
行
成
の
筆
と
伝
ふ
る
本
能
寺
切
、

白
氏
詩
巻
等
の
各
字
と
同
様
の
筆
致
を
含
め
る
も
の
は
、
こ
の
朗
詠

集
な
れ
ば
、
そ
れ
の
詩
句
に
伴
へ
る
短
歌
は
、
ま
た
同
人
の
筆
と
し

て
当
然
な
る
べ
く
、
従
っ
て
ま
た
行
成
に
近
き
筆
致
あ
る
仮
名
と
し

て
見
る
べ
し
。

と
、
大
字
朗
詠
集
は
平
安
時
代
の
和
漢
朗
詠
集
中
、
極
め
て
優
秀
な
書
写

で
あ
る
事
と
、
行
成
筆
と
伝
わ
る
本
能
寺
切
、
白
氏
詩
巻
等
と
同
筆
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
先
述
の
如
く
行
成
筆
と
は
断
じ
得
な
い
が
、
行
成
に
近
い

筆
致
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

大
字
朗
詠
集
の
「
水
斐
」
表
紙
掲
赦
は
次
の
五
葉
、
和
歌
三
首
漢
詩
一

首
で
あ
る
。
六
一
○
番
は
昭
和
六
年
、
十
五
年
、
十
八
年
と
三
度
に
亘
っ

て
八
月
号
表
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

大
正
７
年
９
月
号
四
七
八
（
い
つ
は
り
の
）
、
大
正
９
年
２
月
号
三

二
六
（
は
る
が
す
み
）
、
昭
和
６
年
８
月
号
・
昭
和
旧
年
８
月
号
六
一
○

（
た
ら
ち
ね
は
）
、
昭
和
焔
年
８
月
号
六
○
九
（
鶴
閑
遡
刷
千
年
雪
）
同

六
一
○
（
た
ら
ち
ね
は
）

柴
舟
は
、
大
字
朗
詠
集
に
つ
い
て
「
解
題
」
に
度
々
高
野
切
第
一
種
と

同
様
で
あ
り
、
そ
の
筆
跡
の
美
し
さ
を
「
姿
態
優
腕
、
線
状
暢
達
」
等
具



七
三
二
（
ま
す
か
が
み
）
、
昭
和
６
年
７
月
号
・
昭
和
叩
年
１
月
号
七
七

一
（
花
月
一
窓
交
昔
腿
）
同
七
七
二
（
省
蛎
還
恥
相
知
久
）
同
七
七
三

（
う
れ
し
さ
を
）
、
昭
和
焔
年
３
月
号
六
六
三
（
刑
鞭
蒲
朽
蛍
空
去
）
同

六
六
四
（
な
に
は
づ
に
）
、
昭
和
Ⅳ
年
９
月
号
七
四
八
（
い
に
し
へ

の
）
同
七
四
九
（
む
か
し
を
ぱ
）
、
昭
和
旧
年
ｎ
月
号
五
○
一
（
礁
日

暮
山
青
族
々
）
同
五
○
二
（
漁
舟
火
影
寒
焼
浪
）
同
五
○
三
（
山
似
扉
風

江
似
箪
）

昭
和
十
七
年
九
月
号
「
解
題
」
で
は
七
四
九
番
歌
に
つ
い
て
、
柴
舟
は
、

「
最
後
の
「
な
み
だ
」
を
『
な
み
る
」
と
誤
書
せ
り
」
と
誤
字
を
指
摘
し
て

い
る
。
他
種
を
確
認
す
る
と
、
近
衛
本
の
み
が
字
母
を
「
類
」
と
す
る
仮

名
の
「
る
」
で
あ
り
、
粘
葉
本
、
雲
紙
、
関
戸
共
に
字
母
を
異
に
す
る
が

「
た
」
で
あ
る
。
意
味
の
上
か
ら
も
「
る
」
は
誤
字
と
認
識
さ
れ
よ
う
。

柴
舟
は
、
筆
跡
の
特
徴
と
共
に
誤
写
の
珍
奇
な
一
葉
を
「
水
斐
」
表
紙

に
掲
載
し
た
の
で
あ
る
。
又
、
法
輪
寺
切
と
類
似
で
あ
り
な
が
ら
法
輪
寺

切
よ
り
肉
太
で
あ
る
こ
と
を
「
解
題
」
に
記
し
て
い
る
が
、
後
述
の
大
正

十
一
年
五
月
号
の
表
紙
に
は
、
法
輪
寺
切
七
四
九
番
歌
の
掲
載
が
あ
る
。

同
一
和
歌
に
よ
っ
て
実
際
の
筆
跡
の
相
違
を
示
す
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

表
記
に
つ
い
て
、
雲
紙
・
関
戸
本
は
五
六
九
番
歌
の
末
尾
に
「
斎
宮
内

侍
」
、
五
七
○
番
歌
の
末
尾
に
「
貫
之
」
と
、
作
者
名
が
あ
る
。
昭
和
十
八
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近
衛
家
蔵
の
朗
詠
集
の
一
部
分
に
し
て
、
行
成
の
筆
と
伝
ふ
る
も

の
な
り
。
法
輪
寺
切
と
称
し
て
世
に
散
在
せ
る
と
同
種
類
に
し
て
、

し
か
も
肉
の
や
や
太
き
が
、
こ
れ
の
特
色
な
る
べ
し
。
御
物
朗
詠
集

も
、
こ
れ
と
酷
似
し
て
や
や
違
へ
り
。

と
、
こ
の
表
紙
の
古
筆
切
は
伝
行
成
筆
の
近
衛
本
朗
詠
集
の
一
部
で
あ
り
、

筆
跡
は
法
輪
寺
切
と
同
種
で
あ
る
が
、
法
輪
寺
切
よ
り
や
や
肉
太
で
あ
る

こ
と
を
特
徴
と
し
、
同
じ
く
行
成
筆
と
伝
わ
る
御
物
朗
詠
集
と
も
酷
似
し

て
い
る
も
の
の
、
同
一
で
は
な
い
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。
即
ち
類
似
の
筆

跡
の
古
筆
切
を
挙
げ
な
が
ら
同
一
で
は
な
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ

る
。

昭
和
四
年
六
月
号
「
解
題
」
で
は
「
行
成
の
書
と
い
へ
ど
も
確
証
な
し
」

と
し
、
昭
和
五
年
八
月
号
で
は
「
御
物
の
粘
葉
の
そ
れ
よ
り
も
線
太
く
大

き
く
し
て
」
と
再
び
筆
跡
の
特
徴
を
述
べ
た
後
、
「
王
朝
時
代
の
草
仮
名
の

上
乗
の
も
の
と
し
て
、
推
す
べ
き
は
云
う
を
竣
た
ず
」
と
筆
跡
の
程
を
絶

賛
し
て
い
る
。

次
の
通
り
「
水
翌
」
表
紙
の
近
衛
本
掲
賊
は
同
一
歌
掲
載
号
が
あ
り
、

八
葉
、
和
歌
八
首
と
漢
詩
六
首
で
あ
っ
た
。
昭
和
六
年
七
月
号
と
昭
和
十

年
一
月
号
の
二
首
は
二
度
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
２
年
５
月
号
五
三
九
（
い
に
し
へ
は
）
、
昭
和
４
年
６
月
号
五

六
九
（
は
る
の
た
を
）
同
五
七
○
（
と
き
す
ぎ
ば
）
、
昭
和
５
年
８
月
号



年
十
一
月
号
の
表
紙
は
全
て
漢
詩
で
あ
る
。
五
○
一
番
は
粘
葉
本
と
共
に

右
下
に
「
白
」
と
作
者
名
が
あ
り
、
五
○
二
番
に
作
者
名
は
な
い
が
、
粘

葉
本
に
は
「
杜
荷
鶴
」
と
あ
る
。
五
○
三
番
に
は
、
共
に
「
劉
馬
」
と
作

者
名
が
あ
る
。
な
お
、
雲
紙
本
は
三
首
共
に
作
者
名
が
あ
る
が
、
五
○
三

番
は
「
劉
馬
錫
」
で
あ
り
、
公
任
筆
巻
子
本
は
、
三
首
共
作
者
名
が
な
い
。

５
、
伝
藤
原
行
成
筆
関
戸
本
朗
詠
集

と
所
有
の
変
移
を
述
べ
て
い
る
。

関
戸
本
朗
詠
集
の
「
水
喪
」
掲
載
は
、
次
の
四
葉
、
和
歌
四
首
と
漢
詩

二
首
で
あ
り
、
大
正
八
年
七
月
号
と
九
年
六
月
号
は
同
一
歌
で
あ
る
。

大
正
８
年
７
月
号
・
大
正
９
年
６
月
号
一
五
一
（
風
生
竹
夜
窓
間
臥
）

同
一
五
二
（
空
夜
窓
閑
蛍
度
後
）
同
一
五
三
（
な
つ
の
よ
を
）
、
大
正
吃

年
９
月
号
四
五
二
（
お
ほ
ぞ
ら
に
）
、
昭
和
８
年
ｎ
月
号
二
七
七
（
や

ま
さ
び
し
）
同
二
七
八
（
く
れ
て
ゆ
く
）

こ
れ
ら
の
表
記
の
異
同
に
つ
い
て
見
る
と
、
四
五
二
番
歌
の
作
者
名
「
伊

勢
」
は
、
雲
紙
本
に
は
関
戸
本
同
様
に
あ
る
が
、
近
衛
、
粘
葉
本
に
は
な

い
。
古
筆
切
の
関
戸
本
二
七
七
番
歌
に
は
末
尾
に
「
八
束
」
と
あ
り
、
粘

葉
本
に
も
あ
る
が
、
「
水
蕊
」
表
紙
に
は
記
載
が
な
い
。
表
紙
と
関
戸
本
の

和
歌
の
筆
跡
は
全
く
同
一
で
「
水
琵
」
表
紙
が
関
戸
本
の
切
で
あ
る
こ
と

に
相
違
な
い
が
、
柴
舟
が
略
し
た
の
か
、
或
は
「
八
束
」
の
な
い
古
筆
切

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
疑
問
が
残
る
。

伝
藤
原
行
成
筆
粘
葉
本
朗
詠
集
は
御
物
三
冊
の
一
で
あ
り
、
今
日
の
活

（
５
）

（
６
）

字
本
、
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
や
「
新
潮
日
本
古
典
集
成
」
等
の
和
漢
朗

詠
集
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
。

６
、
伝
藤
原
行
成
筆
粘
葉
本
朗
詠
集
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関
戸
氏
蔵
の
和
漢
朗
詠
集
を
関
戸
本
朗
詠
集
と
呼
び
、
こ
れ
も
行
成
の

筆
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

柴
舟
は
、
昭
和
八
年
十
一
月
号
の
「
解
題
」
に
、

伝
藤
原
行
成
筆
の
朗
詠
集
の
中
に
於
い
て
、
筆
力
雄
健
元
気
旺
溢

す
る
も
の
を
こ
の
一
種
と
す
。
帝
室
御
物
に
こ
れ
と
等
し
き
も
の
あ

り
。
同
じ
字
形
と
用
紙
の
文
様
の
有
無
の
み
が
異
な
れ
り
。
高
野
切

の
乙
種
は
こ
の
類
に
し
て
貫
之
の
筆
と
伝
へ
ら
る
れ
ど
ｌ
略
ｌ
こ
の

一
巻
は
今
関
戸
氏
の
有
、
も
と
赤
星
氏
の
蔵
す
る
と
こ
ろ
た
り
き
◎

と
、
関
戸
本
の
筆
跡
に
つ
い
て
、
雲
紙
本
の
「
姿
態
優
椀
、
線
状
暢
達
」

に
対
し
「
筆
力
雄
健
元
気
旺
溢
」
と
力
強
さ
を
強
調
し
、
帝
室
御
物
に
同

種
の
古
筆
の
あ
る
こ
と
と
、
高
野
切
乙
、
即
ち
第
二
種
と
同
種
で
あ
る
こ

と
を
記
し
、
最
後
に
関
戸
本
は
関
戸
氏
蔵
の
以
前
は
赤
星
氏
蔵
で
あ
っ
た
、



（
７
）

伝
藤
原
行
成
筆
法
輪
寺
切
朗
詠
集
は
、
柴
舟
が
「
歌
と
草
仮
名
」
に
於

い
て
、
高
野
切
第
三
種
と
酷
似
す
る
と
し
て
粘
葉
本
、
近
衛
本
と
共
に
挙

げ
た
和
漢
朗
詠
集
で
あ
る
。

大
正
十
一
年
五
月
号
の
「
解
題
」
に
は
、

筆
者
未
詳
の
朗
詠
集
の
片
、
韻
致
卓
絶
、
常
人
は
模
倣
だ
も
す
べ

か
ら
ず
。
い
は
ゆ
る
上
代
様
の
草
仮
名
中
、
こ
の
右
に
出
づ
る
も
の

果
し
て
幾
何
ぞ
。
筆
触
帝
室
御
物
の
伝
藤
原
行
成
筆
の
朗
詠
集
と
酷

似
す
。

と
、
御
物
の
伝
行
成
筆
朗
詠
集
と
の
酷
似
と
草
仮
名
筆
跡
の
卓
抜
さ
を
述

べ
、
昭
和
十
四
年
四
月
号
の
「
解
題
」
に
は
、
重
ね
て

法
輪
寺
切
の
一
片
は
優
雅
豊
満
、
墨
色
こ
と
に
美
は
し
く
、
気
品

特
に
高
く
平
安
朝
の
給
紳
を
眼
前
に
見
る
が
如
し
。
唐
様
を
主
と
し

て
和
様
を
非
難
す
る
人
々
も
、
こ
れ
に
対
し
て
は
た
だ
叩
頭
拝
脆
す

る
の
み
な
る
べ
し
。
真
に
宝
中
の
宝
、
貴
中
の
貴
な
り
。

と
、
賞
讃
の
言
を
尽
く
し
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
六
年
五
月
号
の
「
解
題
」

飼
少
納
言
」
と
あ
り
、
粘
葉
本
七
二
二
番
歌
の
末
尾
「
海
人
／
詠
」
が
「
海

人
詠
」
と
一
行
書
で
あ
る
。
漢
詩
は
公
任
筆
巻
子
本
に
作
者
名
が
な
い
。

７
、
伝
藤
原
行
成
箪
法
輪
寺
切
朗
詠
集
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昭
和
二
年
の
「
解
題
」
に
柴
舟
は
、

神
な
る
か
な
妙
な
る
か
な
と
古
人
も
賞
讃
せ
る
が
如
く
、
流
暢
明

蝿
の
姿
体
比
す
べ
き
も
の
少
な
し
。
書
を
学
ぶ
も
の
ま
づ
こ
れ
を
以

て
法
と
す
べ
し
。

と
、
瞥
道
の
手
本
と
す
べ
き
筆
跡
を
賞
讃
し
て
い
る
。

「
水
誕
」
表
紙
に
粘
葉
本
は
次
の
五
葉
、
和
歌
七
首
漢
詩
一
首
掲
戦
で
あ

る
。

大
正
９
年
９
月
号
七
二
一
（
倭
琴
緩
調
臨
揮
月
）
同
七
二
二
（
し

ら
な
み
の
）
、
大
正
９
年
ｎ
月
号
二
五
八
（
あ
ま
の
は
ら
）
、
大
正
腔
年

１
月
号
七
七
七
（
よ
ろ
っ
よ
と
）
、
大
正
巧
年
４
月
号
四
二
七
（
と
き

は
な
る
）
同
四
二
八
（
わ
れ
み
て
も
）
、
昭
和
２
年
９
月
号
六
四
八
（
わ

た
の
は
ら
）
同
六
四
九
（
た
よ
り
あ
ら
ぱ
）

他
種
と
の
異
同
に
つ
い
て
見
る
と
、
七
二
二
番
歌
が
雲
紙
本
で
は
三
句

の
「
よ
を
す
ぐ
す
」
の
「
す
」
が
「
つ
」
に
な
り
、
関
戸
本
七
七
七
番
歌

の
初
句
は
「
よ
ろ
づ
よ
を
と
」
と
「
を
」
が
加
わ
っ
て
い
る
。
誤
写
に
よ

る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
二
五
八
番
歌
の
粘
葉
本
に
は
作
者
名
「
阿
倍

仲
丸
」
が
あ
る
が
、
表
紙
に
は
な
い
。
柴
舟
の
省
略
か
、
さ
よ
う
な
古
筆

切
が
存
在
し
た
の
か
疑
問
が
残
る
。
雲
紙
本
、
関
戸
本
に
は
「
仲
丸
」
と

あ
り
、
又
、
四
二
七
番
歌
の
作
者
名
「
源
宗
干
」
が
雲
紙
本
、
関
戸
本
で

は
「
源
致
行
」
で
あ
る
。
更
に
雲
紙
本
で
は
、
四
二
八
番
歌
末
尾
に
は
「
犬



ら
し
）
昭
和
６
．

そ
の
か
み
）
、
一

（
遺
文
三
十
軸
）

に

は
、

扱
、
表
記
の
異
同
を
見
る
と
、
雲
紙
本
は
七
四
九
番
歌
の
末
尾
に
「
邑

上
御
製
」
、
七
五
○
番
歌
末
尾
に
「
為
頼
」
、
五
二
九
番
歌
に
「
中
務
／
い

せ
」
と
作
者
名
が
あ
る
。
更
に
七
五
○
番
歌
の
初
句
「
世
中
」
が
、
粘
葉

本
、
雲
紙
本
共
に
「
よ
の
な
か
」
、
三
句
の
「
人
」
が
「
ひ
と
」
と
仮
名
書

き
で
あ
る
。
こ
こ
に
便
宜
上
「
七
五
○
番
歌
」
と
し
た
が
、
粘
葉
本
朗
詠

集
を
底
本
と
す
る
「
新
編
国
歌
大
観
」
に
初
句
「
世
中
」
の
歌
は
存
在
し

な
い
。
こ
こ
に
も
柴
舟
は
貴
重
な
一
葉
を
「
水
翌
」
に
掲
載
し
た
こ
と
が

知
れ
よ
う
。

異
同
に
戻
る
と
、
朗
詠
集
最
後
の
漢
詩
八
○
三
番
の
作
者
名
が
粘
葉
本

は
割
普
二
行
、
雲
紙
本
は
「
順
」
で
あ
る
。
又
、
八
○
四
番
歌
の
四
句
「
ゆ

き
か
き
わ
け
て
」
の
「
か
き
」
が
雲
紙
本
は
字
余
り
の
「
ふ
ま
を
」
、
関
戸

本
は
「
ま
を
」
、
と
三
様
の
表
記
で
あ
り
、
結
句
「
は
な
を
る
」
の
「
は

な
」
が
粘
葉
本
は
「
花
」
と
漢
字
で
あ
る
。
四
七
○
番
は
、
第
二
句
「
若

遊
魚
街
釣
」
の
「
釣
」
が
、
粘
葉
、
雲
紙
・
関
戸
本
共
に
「
釣
」
で
あ
る
。

又
、
四
七
一
番
の
三
句
「
龍
門
上
土
」
の
中
央
に
雲
紙
・
関
戸
本
は
「
原
」

が
挿
入
さ
れ
て
「
龍
門
原
上
土
」
で
あ
る
。
法
輪
寺
切
、
即
ち
「
水
謹
」

表
紙
の
四
句
目
は
「
埋
骨
」
で
終
っ
て
い
る
が
、
粘
葉
・
雲
紙
・
関
戸
本

は
「
埋
骨
不
埋
名
。
蝿
故
元
少
誤
後
集
」
と
五
言
と
集
名
迄
省
略
す
る
な
く
記

さ
れ
て
い
る
。
漢
詩
の
文
言
の
相
異
は
珍
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

6１

御
物
朗
詠
、
近
衛
切
朗
詠
と
筆
致
を
等
し
く
す
る
も
の
な
れ
ば
同

筆
を
以
て
目
す
べ
か
ら
む
も
、
そ
の
間
多
少
の
差
異
あ
る
を
見
れ
ば
、

或
は
同
系
統
に
属
す
る
異
人
の
も
の
な
ら
む
も
計
り
難
し
。

と
、
御
物
、
近
衛
本
朗
詠
集
と
同
筆
と
見
る
に
は
多
少
の
差
異
が
あ
り
、

同
人
筆
と
は
推
測
し
難
い
と
の
迷
い
を
述
べ
て
い
る
。
近
衛
本
の
筆
致
の

秀
逸
さ
同
様
に
法
輪
寺
切
に
も
魅
惑
さ
れ
つ
つ
筆
者
の
断
定
を
成
し
兼
ね

て
い
る
様
子
が
伺
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
昭
和
四
年
二
月
号
の
「
解
題
」
に
は
、
八
○
三
番
と
八
○
四

番
歌
の
一
葉
が
和
漢
朗
詠
集
の
最
後
の
漢
詩
と
歌
で
あ
る
こ
と
を
記
し
た

後
、
「
従
来
藤
原
行
成
の
筆
と
伝
へ
ら
る
れ
ど
、
そ
の
然
ら
ざ
る
は
い
ふ
を

侯
た
ず
」
と
、
行
成
筆
と
伝
わ
る
も
の
の
、
筆
者
は
行
成
で
な
い
こ
と
の

確
認
を
し
て
い
る
。

法
輪
寺
切
の
「
水
琵
」
表
紙
掲
載
は
次
の
四
葉
、
和
歌
四
首
と
漢
詩
四

首
で
あ
る
。

大
正
ｕ
年
５
月
号
七
四
九
（
む
か
し
を
ば
）
同
七
五
○
（
世
中
に
）

昭
和
４
年
２
月
号
八
○
三
（
霜
鶴
沙
鴎
皆
可
愛
）
同
八
○
四
（
し
ら
じ

ら
し
）
昭
和
６
年
５
月
号
五
二
八
（
緑
草
如
今
緊
鹿
苑
）
同
五
二
九
（
い

そ
の
か
み
）
、
昭
和
皿
年
４
月
号
四
七
○
（
沈
詞
悌
悦
）
同
四
七
一



８
、
伝
藤
原
公
任
筆
益
田
切

月
号
・
昭
和
Ⅳ
年
６
月
号
一
七
三
（
さ
つ
き
ま
つ
）
同
一
七
四
（
ほ
と

と
ぎ
す
）
、

こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
古
筆
切
と
異
な
っ
て
、
昭
和
八
年
二
月
号
の
表

紙
は
一
五
一
六
番
の
歌
の
表
記
が
漢
字
で
あ
り
、
「
解
題
」
に
は
そ
の
漢

字
と
括
弧
書
き
で
横
に
仮
名
の
読
み
下
し
が
示
さ
れ
て
い
て
、
次
の
解
説

が
あ
る
。

帝
室
御
物
の
朗
詠
集
三
種
の
中
、
伝
公
任
筆
と
い
は
る
る
も
の
す

な
は
ち
こ
れ
な
り
。
ｌ
略
Ｉ
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
中
の
重
之
集
、

元
真
集
と
筆
致
相
似
た
り
。
Ｉ
略
ｌ
第
一
首
諸
本
多
く
「
垂
氷
」
と

あ
る
を
こ
こ
に
「
垂
水
」
と
あ
る
は
異
と
す
べ
し
。
原
本
に
詳
し
き

人
の
手
に
成
れ
る
も
の
か
。

ま
ず
、
こ
の
書
体
は
帝
室
御
物
の
朗
詠
集
三
種
の
中
の
伝
公
任
筆
と
同

様
で
あ
り
、
三
十
六
人
集
中
の
重
之
集
、
元
真
集
と
筆
致
の
相
似
で
あ
る

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
確
認
す
る
と
、
公
任
筆
巻
子
本
和
漢
朗
詠
集
の

十
五
番
歌
は
漢
字
表
記
で
あ
り
、
同
一
で
あ
っ
た
。
次
に
「
垂
水
」
の
表

記
は
朗
詠
集
の
諸
本
に
は
「
垂
氷
」
と
「
水
」
が
「
氷
」
に
な
っ
て
い
る

が
、
益
子
切
は
原
本
、
即
ち
出
典
の
万
葉
集
第
八
巻
一
四
一
八
番
を
知
る

人
の
筆
で
あ
ろ
う
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
万
葉
集
巻
八
・
一
四
一
八
番
は

「
石
激
垂
見
之
上
乃
左
和
良
批
乃
毛
要
出
春
永
成
来
鴨
」
で
あ
り
、
表
記
は

異
な
る
が
読
み
は
「
た
る
み
」
で
あ
る
。
他
の
朗
詠
集
は
仮
名
表
記
で
あ

6２

伝
藤
原
公
任
筆
益
田
切
は
、
藤
原
公
任
の
筆
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

公
任
の
真
筆
は
「
北
山
抄
」
の
み
で
あ
り
、
益
田
切
の
筆
者
に
つ
い
て
、

柴
舟
は
昭
和
十
三
年
五
月
号
の
「
解
題
」
に
、

公
任
の
筆
と
伝
ふ
る
も
の
は
多
し
。
さ
れ
ど
、
北
山
抄
を
除
い
て

は
そ
の
真
と
す
べ
き
も
の
な
し
。
こ
の
一
片
、
世
尊
寺
行
経
の
筆
と

も
伝
へ
ら
れ
る
。

と
、
益
田
切
は
公
任
の
筆
で
な
い
こ
と
と
、
五
月
号
掲
載
の
古
筆
切
は
世

尊
寺
行
経
の
筆
と
も
伝
へ
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
世
尊
寺
行
経
は

藤
原
行
成
の
三
男
、
藤
原
行
経
で
あ
る
。
昭
和
十
五
年
七
月
号
「
解
題
」

に
は
、
再
び
「
こ
の
一
紙
藤
原
公
任
或
は
行
経
の
筆
と
い
へ
ど
確
証
な
し
。
」

と
公
任
、
又
は
行
経
の
筆
と
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
確
証
は
な
い
こ
と
を

記
し
、
昭
和
十
七
年
六
月
号
に
至
っ
て
「
こ
れ
は
益
田
切
と
い
う
一
体
な

り
。
」
と
益
田
切
と
い
う
古
筆
切
の
呼
称
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
の
益
田
切
の
「
水
琵
」
掲
載
は
次
の
四
葉
、
和
歌
四
首
で
あ
り
、
昭

和
十
五
年
七
月
号
と
同
十
七
年
六
月
号
は
昭
和
十
三
年
五
月
号
掲
敬
の
二

首
と
同
様
で
あ
る
。

昭
和
８
年
２
号
月
一
五
（
磐
稲
垂
水
乃
上
能
）
（
い
は
そ
そ
ぐ
）
同

一
六
（
春
風
氷
）
（
は
る
か
ぜ
に
）
、
昭
和
旧
年
５
月
号
・
昭
和
旧
年
７



り
、
雲
紙
・
関
戸
本
は
「
た
る
み
」
で
、
文
末
に
「
志
貴
皇
子
」
と
作
者

名
が
あ
る
。
粘
葉
本
、
伊
予
切
は
柴
舟
が
指
摘
し
た
「
た
る
ひ
」
で
あ
っ

た
。

一
六
番
の
表
記
に
つ
い
て
、
柴
舟
の
言
及
は
な
い
が
、
粘
葉
本
で
は
初

句
「
は
る
か
ぜ
に
」
の
「
は
る
」
が
「
た
に
」
と
な
り
、
結
句
の
「
は
な
」

が
漢
字
の
「
花
」
、
そ
し
て
末
尾
に
「
当
純
」
と
あ
る
。
雲
紙
・
関
戸
本
で

は
益
田
切
同
様
に
初
句
「
は
る
」
、
結
句
「
は
な
」
で
あ
る
が
、
末
尾
は

「
源
正
澄
」
が
加
わ
っ
て
い
る
。

粘
葉
本
共
に
「
ひ
と
」
と
仮
名
に
な
っ
て
い
る
。
一
七
四
番
歌
は
益
田
切

二
句
の
「
花
た
ち
は
な
」
の
「
花
」
が
雲
紙
・
粘
葉
本
共
に
「
は
な
」
、
結

句
の
「
人
」
は
雲
紙
本
が
仮
名
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
益
田
切
の
み
「
花
」
、

「
人
」
と
二
字
漢
字
の
混
入
し
た
珍
し
い
一
葉
で
あ
る
。

「
９
」
以
下
の
和
漢
朗
詠
集
切
は
、
独
特
の
表
記
と
配
列
を
有
す
る
為
に

全
文
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

公
任
筆
巻
子
本
の
「
水
翌
」
表
紙
は
次
の
一
葉
、
和
歌
二
首
で
あ
る
。

昭
和
旧
年
ｎ
月
号
二
五
八
天
乃
原
不
梨
左
計
見
者
春
日
名
留
御

笠
能
山
爾
出
之
月
鴨

同
二
五
九
白
雲
爾
翼
打
加
波
之
飛
厩
能
景
左
江

見
留
秋
乃
夜
能
月

こ
の
朗
詠
集
の
和
歌
は
万
葉
集
の
ご
と
く
漢
字
を
用
い
た
特
殊
な
表
記

で
あ
る
。

柴
舟
の
「
解
題
」
に
は
、

公
任
の
筆
と
伝
ふ
る
も
の
の
多
き
中
に
、
こ
の
帝
室
御
物
朗
詠
集

は
和
歌
は
多
く
の
漢
字
を
混
じ
い
は
ゆ
る
万
葉
書
に
て
、
類
少
な
し
。

９
、
伝
藤
原
公
任
箪
巻
子
本
朗
蘇
集

6３

益
田
切
の
「
水
翌
」
本
葉
は
作
者
名
も
な
く
、
和
歌
を
漢
字
表
記
に
し

た
珍
し
い
一
葉
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
粘
葉
本
を
底
本
と
す
る
「
新

編
国
歌
大
観
」
は
「
た
に
か
ぜ
に
」
で
あ
り
、
「
は
る
か
ぜ
に
」
を
初
句
と

す
る
歌
も
探
し
得
な
い
。

一
七
四
番
歌
に
つ
い
て
、
柴
舟
は
昭
和
十
三
年
五
月
号
の
先
の
「
解
題
」

後
半
に
は
弓
か
を
と
め
て
」
を
「
か
を
め
て
て
」
と
し
、
後
改
書
し
た
る

痕
跡
あ
り
。
」
と
「
か
を
と
め
て
」
の
墨
跡
は
「
か
を
め
て
て
」
と
誤
写
の

後
改
書
し
た
痕
跡
の
あ
る
事
を
指
摘
し
て
い
る
。
古
筆
切
で
は
指
摘
が
な

く
て
は
判
別
な
し
難
く
、
柴
舟
の
筆
跡
へ
の
細
心
の
注
意
が
知
ら
れ
よ
う
。

残
り
の
表
記
の
異
同
で
は
、
益
田
切
一
七
三
番
歌
二
句
の
「
は
な
た
ち

花
」
の
仮
名
の
「
は
な
」
が
雲
紙
本
は
「
花
」
と
漢
字
で
あ
り
、
粘
葉
本

は
「
花
」
が
仮
名
の
「
は
な
」
に
入
れ
替
わ
り
、
結
句
の
「
人
」
が
雲
紙
．



昭
和
三
年
六
月
号
、
五
六
五
、
五
六
六
番
の
「
解
題
」
に
は
、

藤
原
公
任
筆
と
伝
ふ
る
も
の
頗
る
多
く
し
て
、
し
か
も
各
そ
の
体

を
異
に
せ
り
。
故
に
そ
の
真
を
知
る
こ
と
真
に
難
し
。
ｌ
略
ｌ
草
仮

名
の
散
布
は
多
し
。
漢
字
の
は
殆
ん
ど
な
し
。
こ
の
一
類
は
そ
れ
を

企
て
て
、
し
か
も
そ
の
妙
を
極
め
た
り
。

と
、
特
徴
を
記
し
て
い
る
。
但
し
こ
れ
ら
の
漢
字
は
万
葉
仮
名
と
は
異
な

る
。
二
五
八
番
の
初
句
「
あ
ま
の
は
ら
」
は
万
葉
仮
名
で
は
「
天
原
」
で

あ
り
、
二
句
「
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
」
は
大
方
「
振
放
見
者
」
で
あ
り
、
時

に
「
振
左
気
見
者
」
「
振
離
見
者
」
が
あ
る
が
、
公
任
の
表
記
は
全
く
異
な

る
。
他
種
の
朗
詠
集
同
番
歌
は
全
て
仮
名
書
き
で
あ
り
二
五
八
番
歌
の
末

尾
に
、
粘
葉
本
は
「
阿
倍
仲
丸
」
、
雲
紙
・
関
戸
本
は
「
仲
丸
」
と
作
者
名

が
あ
る
。
二
五
九
番
に
つ
い
て
は
歌
の
み
の
仮
名
書
き
で
あ
る
。

従
っ
て
和
歌
二
首
を
漢
字
表
記
し
た
こ
の
「
水
蕊
」
表
紙
も
貴
重
な
古

筆
切
の
一
葉
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
二
五
八
番
歌
に
つ
い
て
は
「
６
」
に
挙
げ
た
が
、
大
正
九
年
十

月
号
に
粘
葉
本
朗
詠
集
の
仮
名
書
き
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
参
考
に
な
ろ
う
。

ｌ
略
ｌ
品
位
高
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
一
処
の
磯
滞
な
く
よ
く
円
熟
し
た

る
を
見
る
べ
し
。

⑰
、
藤
原
公
任
筆
朗
詠
集
断
簡

公
任
筆
朗
詠
集
断
簡
は
次
の
三
葉
、
和
歌
一
首
と
漢
詩
五
首
で
あ
っ
た
。

全
て
字
配
り
に
特
色
あ
る
散
ら
し
書
き
で
あ
る
。

昭
和
３
年
６
月
号
五
六
五
田
家
碧
琶
線
頭
抽
早
稲

青
羅
裾
帯
展
新
蒲

昭
和
５
年
５
月
号
二
五
三
秋
水
脹
来
船
去
速

夜
雲
収
鐙
月
行
遅

同
二
五
四
不
酔
勢
中
争
得
去

庭
園
山
月
正
蒼
々

昭
和
廻
年
ｎ
月
号
三
一
六
み
る
ひ
と
も
な
くて

ち
り
ぬ
る

お
く
や
ま
の
も
み
ち
は

よ
る
の
に
し

き
な
り
け
り

三
一
七
雁
付
帰
雁

万
里
人
南
去
三
春
雁
北
飛
不
知
何
歳

月
得
与
汝
同
帰

五
六
六

守
家
一
犬
迎
人
吠

“

放
野
群
牛
引
積
休



の
あ
る
は
殆
ん
ど
類
な
し
。
従
来
和
歌
の
散
布
は
多
し
。
漢
詩
に
到

っ
て
は
見
る
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
あ
る
は
た
だ
こ
の
一
紙
と
こ
れ
と
連

な
れ
る
も
の
の
み
な
り
。

と
、
字
配
り
の
意
味
で
貴
重
な
一
葉
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
柴

舟
は
「
和
歌
の
散
布
は
多
し
」
と
記
し
て
い
る
が
、
和
漢
朗
詠
集
の
中
で

は
三
行
書
き
は
散
見
す
る
が
、
本
葉
の
よ
う
な
散
ら
し
書
き
は
雲
紙
本
巻

上
末
と
、
公
任
巻
子
本
巻
末
八
○
四
番
だ
け
で
あ
っ
た
。

柴
舟
は
仮
名
、
漢
字
共
に
筆
致
の
珍
奇
な
る
古
筆
切
を
「
水
斐
」
表
紙

に
掲
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

掴
、
普
体
に
次
い
で
、
表
記
の
異
同
で
は
、
五
六
五
番
の
末
尾
に
粘
葉
・

雲
紙
・
関
戸
本
共
に
「
白
」
が
あ
り
、
五
六
六
番
の
末
尾
に
雲
紙
・
関
戸

本
は
「
都
」
の
付
加
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
粘
葉
本
は
微
か
に
「
都
」
ら

し
い
字
が
あ
る
も
の
の
読
み
難
い
。

二
五
三
番
末
尾
に
粘
葉
本
は
「
野
展
郭
」
、
雲
紙
・
関
戸
本
で
は
「
郭

展
」
と
あ
る
。
二
五
四
番
は
、
粘
葉
・
雲
紙
・
関
戸
本
共
に
「
不
酔
勢
中

争
得
去
」
の
末
語
「
得
去
」
が
入
れ
替
わ
り
「
去
得
」
と
な
り
、
五
六
五

番
同
様
に
末
尾
に
「
白
」
が
あ
る
。

三
一
六
番
歌
に
つ
い
て
は
粘
葉
・
雲
紙
本
に
「
貫
之
」
、
関
戸
本
に
「
っ

ら
ゆ
き
」
と
そ
れ
ぞ
れ
作
者
名
が
あ
る
。

三
一
七
番
に
つ
い
て
、
粘
葉
本
と
伊
予
切
は
末
尾
に
「
文
選
」
と
あ
り
、
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と
、
柴
舟
は
、
漢
字
の
散
布
の
妙
を
称
え
、
更
に
は
「
世
の
漢
字
書
家
は

以
て
範
と
す
べ
し
」
と
附
し
て
い
る
。

ま
ず
、
漢
字
の
配
列
を
見
る
と
、
「
田
家
」
は
、
詩
の
分
類
題
で
あ
り
、

粘
葉
本
、
雲
紙
本
、
関
戸
本
は
漢
詩
の
前
の
行
に
一
字
下
げ
、
公
任
筆
巻

子
本
は
二
字
下
げ
で
単
独
に
書
か
れ
て
あ
る
。
そ
れ
を
本
葉
は
漢
詩
の
僅

か
右
の
上
部
に
轡
か
れ
て
い
る
。
又
、
他
種
は
漢
詩
一
首
ず
つ
一
行
書
き

で
あ
る
が
、
本
葉
は
二
首
の
詩
を
四
行
書
き
と
し
て
、
出
典
の
異
な
る
漢

詩
を
あ
た
か
も
七
言
絶
句
の
よ
う
に
散
ら
し
書
き
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

昭
和
五
年
五
月
号
の
表
紙
も
漢
詩
二
首
が
同
様
に
散
ら
し
書
き
に
さ
れ

て
い
て
、
柴
舟
は
「
解
題
」
に
、

公
任
の
筆
と
伝
ふ
れ
ど
、
確
証
な
き
こ
と
例
の
如
し
。
平
安
朝
に
於

て
散
し
書
は
大
抵
歌
に
あ
り
て
、
詩
に
及
ば
ず
。
こ
の
一
片
は
詩
を

写
す
こ
と
歌
を
書
す
る
が
如
く
し
て
高
低
参
差
、
妙
甚
し
。

と
、
公
任
の
筆
で
あ
る
と
の
確
証
は
な
い
事
を
記
す
と
同
時
に
、
和
歌
の

散
ら
し
書
き
は
あ
る
が
、
漢
詩
の
散
ら
し
書
き
は
稀
有
で
あ
る
と
、
字
配

り
の
巧
み
さ
を
称
え
て
い
る
。

昭
和
十
二
年
十
一
月
号
の
表
紙
は
仮
名
書
き
三
一
六
番
歌
の
散
ら
し
書

き
と
漢
詩
一
首
で
あ
る
。
こ
の
「
解
題
」
に
も
伝
公
任
筆
断
簡
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
公
任
の
真
筆
は
北
山
抄
の
他
は
信
じ
難
い
と
述
べ
た
後
に
、

然
れ
ど
も
熟
達
老
練
、
加
ふ
る
に
散
布
の
妙
云
ふ
く
か
ら
ざ
る
も



Ⅷ
、
伝
藤
原
定
信
箪
大
字
朗
詠
集
切

（
８
）

本
一
二
葉
は
「
古
筆
学
大
成
」
に
単
に
「
公
任
筆
朗
詠
集
断
簡
」
と
し
て

収
録
さ
れ
て
い
る
。
出
典
不
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る
貴
重
な

古
筆
切
を
柴
舟
は
「
水
蕊
」
に
掲
赦
し
た
も
の
で
あ
る
。

て
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
配
列
と
間
隔
で
あ
る
。

昭
和
七
年
十
月
号
六
五
七
聖
皇
自
有
長
生
殿

不
向
蓬
莱
王
母
家

雁
」
の
題
は
識

下
げ
で
あ
る
。

本
三
葉
は

関
戸
本
、
公
任
筆
巻
子
本
は
分
類
題
が
「
雁
」
の
み
で
あ
り
、
「
雁
付
帰

雁
」
の
題
は
漢
詩
よ
り
一
字
下
げ
で
あ
る
が
、
「
雁
」
の
み
の
場
合
は
二
字

伝
藤
原
定
信
筆
大
字
朗
詠
集
切
は
、
二
行
迄
が
和
漢
朗
詠
集
で
あ
り
、

以
下
は
書
写
の
奥
書
で
あ
る
。
実
際
の
古
筆
切
は
、
鳳
風
や
唐
草
の
文
様

入
り
料
紙
に
漢
詩
が
瞥
か
れ
て
あ
り
、
奥
書
は
料
紙
の
柄
が
異
な
る
。
六

五
七
番
の
後
に
余
白
が
あ
り
同
一
料
紙
で
の
書
写
は
こ
こ
で
終
わ
っ
て
い

る
と
見
る
事
が
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
奥
書
ま
で
の
間
を
好
事
家
が
切
り

取
っ
て
繋
い
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
水
蕊
」
の
表
紙
は
無
地
で
あ
り
、
漢
詩
と
奥
書
と
の
間
隔
を
更
に
狭
め

同
日
米
刻
染
華

本
号
の
「
解
題
」
に
柴
舟
は
、

定
信
は
行
成
の
商
に
し
て
、
瞥
名
元
永
保
延
附
近
に
高
し
。
定
信
は

行
成
の
体
よ
り
も
、
祖
父
伊
行
の
趣
を
取
り
て
、
更
に
一
新
境
地
を

拓
け
り
。
健
筆
な
り
し
こ
と
は
ｌ
略
ｌ
一
切
経
を
他
の
手
を
仮
ら
ず

し
て
写
了
せ
り
と
い
ふ
に
て
も
知
ら
る
く
し
。

と
、
定
信
に
つ
い
て
の
説
明
を
加
え
る
の
み
に
て
、
表
紙
の
漢
詩
と
奥
書

に
つ
い
て
は
何
ら
付
記
し
て
い
な
い
。
唯
、
「
一
切
経
を
他
の
手
を
仮
ら
ず

し
て
写
了
せ
り
」
と
の
「
解
題
」
か
ら
推
し
て
、
六
五
七
番
で
終
わ
っ
て

い
る
本
朗
詠
集
も
定
信
が
最
後
迄
瞥
写
し
、
六
五
八
か
ら
八
○
四
番
迄
は

切
断
さ
れ
て
い
る
、
と
も
考
え
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

柴
舟
は
、
和
歌
だ
け
で
な
く
、
漢
詩
に
於
い
て
も
珍
重
な
古
筆
切
を
選

ん
で
「
水
喪
」
表
紙
に
掲
載
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

最
後
に
六
五
七
番
の
表
記
の
異
同
に
つ
い
て
、
漢
詩
は
一
行
書
き
で
、

巻
子
本
の
み
同
表
記
で
あ
る
が
、
粘
葉
・
近
衛
・
関
戸
本
・
法
輪
寺
切
は
、

「
自
有
」
の
「
有
」
が
「
在
」
、
末
尾
に
「
楊
衡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

即
時
終
功

定
信
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以
上
、
「
水
斐
」
大
正
七
年
よ
り
昭
和
十
九
年
末
ま
で
の
表
紙
に
和
漢
朗

詠
集
切
は
、
重
複
掲
載
を
除
外
し
て
十
一
種
四
十
五
葉
、
和
歌
四
十
四
首
、

漢
詩
三
十
二
首
を
見
出
し
た
。
全
て
今
日
の
古
筆
切
に
存
在
す
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

な
る
筆
跡
で
あ
ろ
う
と
も
誤
字
は
慎
む
べ
き
と
の
示
唆
に
富
む
掲
載
で
あ

る
。

か
か
る
内
容
の
見
地
か
ら
、
古
今
集
に
お
け
る
「
水
翌
」
表
紙
同
様
に
、

和
漢
朗
詠
集
に
於
い
て
も
「
水
斐
」
表
紙
は
、
古
筆
学
的
に
大
い
に
参
照

な
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ
よ
う
。

注
（
１
）
校
注
佐
伯
梅
友
「
日
本
古
典
文
学
大
系
古
今
和
歌
集
」
（
一
九
八

○
・
一
○
岩
波
書
店
）

（
２
）
校
注
奥
村
恒
哉
「
新
潮
日
本
古
典
集
成
古
今
和
歌
集
」
（
昭
和
五
三

年
七
月
新
潮
社
）

（
３
）
尾
上
柴
舟
「
歌
と
草
仮
名
」
（
大
正
一
四
年
四
月
雄
山
閣
）

（
４
）
尾
上
柴
舟
「
和
様
概
説
」
（
昭
和
六
年
二
月
雄
山
閣
）

（
５
）
川
口
久
雄
志
田
延
義
校
注
「
日
本
古
典
文
学
大
系
ね
和
漢
朗
詠
集

梁
塵
秘
抄
」
（
一
九
八
○
・
一
二
岩
波
瞥
店
）

（
６
）
大
曾
根
章
介
堀
内
秀
晃
校
注
「
新
潮
日
本
古
典
集
成
和
漢
朗
詠

集
」
（
昭
和
五
八
・
九
新
潮
社
）

（
７
）
注
（
３
）
に
同

（
８
）
小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
第
過
巻
」
（
一
九
九
○
・
六
識
談

社
）
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和
漢
朗
詠
集
に
は
二
百
十
六
首
の
和
歌
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
柴
舟
は

和
歌
の
み
で
な
く
、
漢
詩
三
十
二
首
の
透
写
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
柴

舟
は
、
大
正
時
代
に
高
野
切
第
二
種
と
同
筆
関
係
の
関
戸
本
和
漢
朗
詠
集

中
の
漢
字
と
、
宇
治
平
等
院
鳳
鳳
堂
の
扉
の
色
紙
形
の
漢
字
が
同
筆
で
あ

（
９
－

る
こ
と
を
発
見
し
、
後
の
高
野
切
の
筆
者
追
求
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る
が
、

か
よ
う
な
漢
詩
の
透
写
か
ら
も
肯
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
解
題
」
か
ら
は
、
掲
載
朗
詠
集
と
同
筆
関
係
の
他
の
古
筆
切
を
知
り
得

る
。
又
、
筆
跡
の
特
徴
が
、
例
え
ば
雲
紙
本
の
「
姿
態
優
椀
、
線
状
暢
達
」

に
対
し
関
戸
本
は
「
筆
力
雄
健
元
気
旺
溢
」
と
言
語
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

他
の
解
説
書
に
は
見
出
せ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
古
筆
切
の
特
徴
を
よ
り
正

確
に
把
握
し
伝
達
す
る
た
め
の
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
以
上
見

て
き
た
如
く
「
水
喪
」
に
掲
載
の
和
漢
朗
詠
集
は
、
「
新
編
国
歌
大
観
」
で

は
探
し
得
な
い
表
記
と
珍
重
な
筆
致
の
も
の
が
選
出
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
筆
跡
の
特
徴
を
賞
讃
し
つ
つ
も
誤
字
を
指
摘
し
、
如
何
に
秀
逸



（
む
ら
や
ま
み
え
こ
／
本
学
大
学
院
生
）
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（
９
）
「
古
今
和
歌
集
の
古
写
本
」
尾
上
柴
舟
『
歌
と
草
仮
名
』
（
大
正
一

四
年
四
月
雄
山
閣
）


